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▲名川町のサクランボやバラ、ユI)などが捧げられた太宰治文学碑 

▲「チェIJーコール」 

小
雨
の
こ
の

日
、
太
宰
治
文
学
碑
前
に

は
鳴
海
町
長
や
津
島

園
子
さ
ん
ら

と
県
内
外
の
フ
ア
ン
約
百
五

十

人
が
集
い
、
太
宰
治
の
生
誕
を
祝
い
ま
し
た
。
 

式
典
は
文
学
碑
横
の
添
碑
除
幕
式
、

サ
ク
ラ
ン
ボ

の
苗
木
の
植
樹
を
行
い
、
鳴
海
町
長
の
あ
い
さ

つ
に
続

き
津
島

さ
ん
が
 
「
文
学
碑
、
添
碑
建
立
と
大
事
に
さ
れ

て
い
る
こ
と
に
感
激
し

て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
生

誕
百
年
に
向
け
て
皆
様
の
熱
い
思
い
が
続
く
よ
う
お
祈
り
し
ま
す
」
と
語
っ

て
い
ま
し
た
。
 

こ
の
後
、
金
木
女
性
合
唱
団
「
チ
ェ

リ
ー
コ
ー
ル
」
 
によ
る
合
唱
曲
が

流
れ
る
中
で
、
出
席
者
が
文
学
碑

に
献
花
し
太
宰
を
し

の
ん
で
い
ま
し
た
。
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広報かなぎ（2) 

Aサクランボを植樹する
津島園子さん 

に
し
た
フ
ア
ン
の
人
た
ち
 

I 
花 
を 
手 
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生
誕
祭
と
「
添
碑
」
建
立
記
念
式
典
を
終

え
た
出
席
者
は
、
中
央
公
民
館
で
開
催
さ
れ

る
「
太
宰
治
生
誕
を
祝
う
会
」
へ
と
場
所
を

移
し
、
こ
の
中
で
太
宰
研
究
家
の
小
野
正
文

さ
ん
に
よ
る
 
「今
、
太
宰
治
は
」
と
題
し
た

講
話
な
ど
、
会
場
で
は
和
や
か
な
雰
囲
気
で

太
宰
談
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

関
連
行
事
と
し
て
、

「
金
木
町
太
宰
ゆ
か

り
の
地
写
真
展
」
が
太
宰
治
記
念
館
「
斜
陽

館
」
（
十
九
日
は
無
料
開
放
）

の
蔵
で
七
月

十
八
日
ま
で
開
催
さ
れ
、
こ
の
写
真
展
に
は

三
十
数
年
ぶ
り
に
見
つ
か
っ
た
太
宰
治
直
筆

の
詩
も
展
示
さ
れ
る
な
ど
訪
れ
た
人
た
ち
の

目
を
引
い
て
い
ま
し
た
。
 

ま
た
、
芦
野
公
園
に
隣
接
し
て
い
る
楼
庭

利
弘
美
術
館
で
は
、
二
十
四
日
ま
で
楼
庭
利

弘
新
作
水
彩
展
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

2001年6月19日 

 

▲除幕を行う（右から）鳴海町長、 
津島園子さん、三潟議長 

つ添 

碑 

この丘に立つ太宰治碑は彼の文業を讃え、 

その名声を後世に伝えるために金木町太宰治

碑建立委員会が昭和40年 5 月 3 日に除幕式

を行った。友人の画家阿部合成が設計制作を

担当した。碑文の「撰ばれてあることの忙惚

と不安とニつわれにあり」はフランスの詩人ポ 

ール・ヴェルレーヌの詩集「叡知」の中の詩

句で詩人堀口大学の翻訳である。太宰が昭和 

10年 2 月に出版した処女創作集「晩年」の

冒頭を飾った小説「葉」の題銘として掲げら

れている。 

20世紀の日本を代表する小説家太宰治の

文学精神と全人間像を表現するにふさわ二い

言葉と L て、彼自身のものではないが、建立

委員会がこれを選んだ。 

金木町の属に依り不肖の弟子である私がこ

こにー文を草した次第である。 

平成13年6月吉日 

小野正文 識 

▲添碑の趣旨を説明する 
小野正文さん 

(3）広報かなぎ 
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▲三味線にチャレンジ中の安藤町長（中）、山本議長（左） 

広報かなぎ（4) 

A「広々として景色がよく自然豊かな地で人柄
が良い」と当町の印象を語る安藤町長（中）ら 

町
名
が
同
じ
呼
び
名
の
町
長さ
ん
ら
来
町
 

六
月
二
十
七
日
、

当
町
に

訪
れ

た
の
は
島

根
県
那

賀
郡
金
城
町
の

安
藤
美
文
町

長
と
山
本
省
吾
議

長
の
二
人
。
安
藤
町

長
は
「

か
な
ぎ
」
 

と
い

う
呼
び

名
は

全
国
で
ニ
ケ

所
し

か
な
く
、

ぜ
ひ

訪
ね

て
み
た
い

と
思
っ

て
、
今
回

十
和
田

市
で
開
催
さ
れ

る
「
全
国

市
町

村
ホ

ー
ス

サ
ミ
ツ

ト
」
に
出

席
す

る
た
め

来
県

す
る
機
会
を

得
て
訪
問
と
な

り

ま
し

た
。
役
場
を

訪
れ

た
安
藤
町

長
と
山
本
議

長
は
鳴

海
町

長
ら

と

会
談
し
、

広
報
誌
を
交
換
し

交
流
を
深
め

て
い
く
こ
と
に

な
り

ま
し

た
。

こ
の
後
、
両
氏
は

当
町
の
観
光
施
設
や

名
所
を
見
学
し

ま
し
た
。
 

そ 

ト
斜
陽
館
に
て
 

金城町の基幹産業は農業。 

最近は観光を核とした町づ

くりを進めており、金城名

湯三泉と体験型観光施設が

あり、日帰り・滞在型どち

らも楽しめます。伝統芸能 

「石見神楽」と日本近代演

劇の創始者「島村抱月」の

出身地として有名。 

戸今 

かなぎ 
×  

トり― ー、か I一 
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金木高鷲2年嘗3月周の就劇4 駒 
金木高校では長引く不況による就職難の中で、生徒たちが就業体験をすることで勤労観・職

業観の育成を図るために、今回で2回目となる 「インターンシップ」 を 6月11日から 3日間実

施しました。 

2学年80人は公共施設や町内外の事業所26ケ所で、接客や看護などを体験しました。第4保

育所で保育を経験した木村陽仁さんは「保育士に興味があったが、1人対多人数ということで

考えてたよりキツイ、やっていける自信は五分五分」、金木病院で看護体験した田村裕子さんは 

[3日間とってもいい経験ができました。ケアの時、患者さんの気持ちよさそうな笑顔が忘れら

れません」 と話し、働くことの大変さを学びました。 

▲金木病院にて A第 4 保育所にて 

全国大会出場報告 

金木小学校女子ソフトボール部【6/18] 

6 月10日、JlIi野グラウンドで第15回全日本小学生女

子ソフトボール大会青森県予選会の決勝が金木小と田

舎舘西小の対戦で行われ、結果は 1回裏 5対0金木小

リードで雨天ノーゲームでしたが、この 2校が8月3 

日から滋賀県守山市で開催される全国大会に出場する

ことになり、斎藤校長、高橋先生と部員 9人が役場を

訪れ鳴海町長に報告しました。 

ユニフォーム姿の部員たちへ鳴海町長が「全国大会

だからと引き下がらず、普段の力を出し楽しんできて

ください」 と激励、部員たちは元気に 「はい」とこたえました。 

I 
喜良市小学校陸上部 伊丸岡操希さん【6/28] 

6 月24日、県営陸上競技場で行われた第17回小学生陸上交流大会青森県

代表選考会女子400メートルリレーに青森山田ジュニアクラブの第2走者と 

恒＝’、 	して出場し、同クラブが1位となり 8月25日に東京都の国立競技場で行わ 

魚. れる全国大会への出場を得ました。封馬校長、三浦先生と一緒に役場を訪 

”鷲誉黒． れた伊丸岡操希さんに、鳴海町長は 「オリンピック選手を目指し、全力を

藁鞠l； 出してください」と話し、伊丸岡さんは「がんばります」と笑顔で話しま

隷議静 した。 

(5）広報かなぎ 



「
三月
定
例
会
」
 

三
月
六
日
か
ら
の
一
般
質
問
で

田
中
昇
、
中
谷
秀
八
、
秋
元
洋
子
、
 

加
藤
磐
、
桑
田
茂
の
五
議
員
が
登

壇
し
、
町
営
住
宅
の
建
替
計
画
や

農
業
振
興
対
策
等
に
つ
い
て
、
町

長
ら
に
質
問
し
ま
し
た
。
 

内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

田
中
昇
議
員
「
公
営
住
宅
ス
ト

ッ
ク
総
合
活
用
計
画
の
内
容
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。
住
宅
建
替

え
の
場
所
、
デ
ザ
イ
ン
等
を
知
り

た
い
。」
「
観光
客
が
増
加
し
て
町

内
を
探
索
し
て
い
る
が
、
ど
う
見

て
い
る
の
か
。
ど
の
よ
う
に
商
店

街
の
活
性
化
と
つ
な
が
る
の
か
。
 

ど
う
い
う
イ
ベ
ン
ト
を
考
え
て
い

る
の
か
。」
「水
道
取
水
場
の
セ
キ

ユ
リ
テ
ィ
ー
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。」
「
I
T
革
命
で
の
国
、
県

の
指
導
と
町
の
対
応
は
ど
う
な
っ
 
 

て
い
る
の
か
。」
 
「
町の
ゴ
ミ
の
ポ

イ
捨
て
禁
止
条
例
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。」
「少
子
化
対
策
で
ど

の
よ
う
な
対
応
を
し

て
い
る
の

か
。」
「小
・
中
学
生
の
育
成
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
。」
 

鳴
海
町
長
「
イ
ベ
ン
ト
広
場
、
 

観
光
物
産
館
、
津
軽
「
深
線
会
館

等
が
完
成
し
、
観
光
客
も
十
万
人

以
上
訪
れ
る
こ
と
で
、
商
店
街
の

活
性
化
に
結
び
つ
く
と
考
え
て
い

た
が
、
そ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
な

い
。
現
場
の
生
の
声
を
聞
く
べ
く

商
店
街
の
方
々
と
懇
談
会
も
開
催

し
て
い
る
。
今
後
も
議
会
と
相
談

し
て
い
き
た
い
。
野
外
ス
テ
ー
ジ

を
活
用
し
た
イ
ベ
ン
ト
も
増
ゃ
し

て
い
き
た
い
。」
 
「
取
水
場
の
フ
エ

ン
ス
や
出
入
口
、
マ
ン
ホ
ー
ル
の

蓋
に
錠
を
し
て
、
職
員
が
定
期
的

に
点
検
し
て
い
る
。」
「観
光
の
町

に
ふ
さ
わ
し
い
ゴ
ミ
の
な
い
町
に

し
た
く
、
ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
禁
止

条
例
は
必
要
と
認
識
し
て
い
る
。
 

看
板
の
設
置
、
チ
ラ
シ
の
配
付
に

よ
り
ポ
イ
捨
て
や
不
法
投
棄
が
な

い
よ
う
に
努
力
す
る
。」
「過
疎
地

の
一
番
の悩
み
は
人
口
の
減
少
で

あ
る
。
近
年
、
家
庭
事
情
に
よ
り

子
供
を
多
く
持
つ
人
が
少
な
い
。
 

他
町
村
で
は
就
学
助
成
金
等
を
出

し
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、
今
後
、
 
 

町
で
も
検
討
し
た
い
。」
 

中
谷
教
育
長
「
学
校
内
で
は
、
 

授
業
、
ク
ラ
ブ
、
学
級
会
、
生
徒

会
、
児
童
会
等
で
生
徒
指
導
を
行

い
、
学
校
外
で
は
、
校
外
指
導
連

絡
協
議
会
に
よ
り
長
期
休
み
の
巡

回
指
導
等
を
し
て
い
る
。
学
校
内

で
の
こ
と
は
校
長
の
自
主
的
な
基

準
に
任
せ
て
い
る
が
、
今
後
は
学

校
へ
出
向
い
て
指
導
し
た
い
。」
 

企
画
観
光
課
長
「
県
が
十
一
年

度
に
基
幹
ネ
ッ
ト
を
稼
働
さ
せ
、
 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
メ
ー
ル
を
行

な
っ
て
い
る
。
庁
舎
内
の
L
A
N
 

構
築
が
必
要
で
あ
り
、
関
係
課
職

員
に
よ
る
検
討
会
議
を
実
施
し
て

い
る
。
住
民
へ
の
パ
ソ
コ
ン
講
習

会
は
、
公
民
館
活
動
と
し
て
十
一1
1
 

年
度
に
実
施
予
定
で
あ
る
。」
 

建
設
課
長
「
町
営
住
宅
総
合
活

用
計
画
は
、
意
向
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
、
策
定
委
員
会
の
設
立
の
う
え
、
 

策
定
す
る
。
デ
ザ
イ
ン
、
建
替
え

場
所
も
ス
ト
ッ
ク
活
用
手
法
で
行

な
う
。
建
替
え
実
施
時
期
は
十
六

年
度
の
見
込
み
。」
 

中
谷
秀
八
議
員
「
米
づ
く
り
の

組
織
的
管
理
体
制
に
よ
る
大
型
団

地
の
形
成
を
進
め
る
考
え
は
な
い

か
。
転
作
に
よ
る
農
業
所
得
の
向

上
対
策
を
示
せ
。
複
業
農
業
の
実

績
と
今
後
の
推
進
方
法
を
具
体
的

に
示
せ
。
県
養
鶏
指
導
所
の
跡
地
 
 

利
用
計
画
の
進
み
具
合
を
具
体
的

に
示
せ
。」
「商
店
街
活
性
化
の
た

め
、
イ
ベ
ン
ト
広
場
を
中
心
と
し

た
イ
ベ
ン
ト
を
増
や
す
考
え
は
な

い
か
。
芦
野
公
園
、
斜
陽
館
、
金

木
川
跡
地
と
連
動
す
る
環
境
整
備

を
行
っ
て
は
ど
う
か
。
観
光
と
商

店
街
の
活
性
化
が
結
び
つ
か
な
い

と
の
意
見
を
ど
う
考
え

て
い
る

か
。」
「
人
口
の
増
、
財
源
の
確
保
、
 

商
工
業
の
活
性
化
等
を
考
え
、
宅

地
分
譲
を
し
て
は
ど
う
か
。
建
替

え
住
宅
の
建
築
計
画
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。」
 

町
長
「
農
家
の
組
織
的
管
理
体

制
が
最
も
重
要
な
施
策
の

ー
つ
と

考
え
ら
れ
、
昨
年
度
は
転
作
奨
励

金
の
約
一
千
万
円
交
付
、
転
作
組

合
と
大
豆
組
合
及
び
タ
バ
コ
組
合

そ
し
て
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
の
援
助
を

行
な
っ
た
が
、
転
作
あ
る
い
は
複

合
経
営
な
ど
も
ど
う
あ
る
べ
き
か
、
 

今
一
度
考
え
る
必
要
が
あ
る
。」
 

「
イ
ベ
ン
ト
広
場
の
行
事
は
仁
太

坊
ま
つ
り
と
津
軽
の
火
祭
り
、
夏

ま
つ
り
な
ど
あ
る
が
、
こ
れ
か
ら

商
工
会
並
び
に
観
光
協
会
に
も
極

力
お
願
い
し
て
イ
ベ
ン
ト
を
増
や

し
て
い
き
た
い
。
観
光
と
商
店
街

活
性
化
を
結
び
つ
け
る
た
め
、
商

店
街
の
皆
さ
ん
に
再
度
呼
び
か
け

を
し
て
ど
う
あ
る
べ
き
か
検
討
し

た
い
。
ま
た
、
芦
野
公
園
と
斜
陽
 
 

館
、
金
木
川
跡
地
利
用
も
含
め
て

連
動
し
て
散
策
で
き
る
方
策
を
考

え
て
い
き
た
い
。」
 
「
分
譲
宅
地
の

造
成
は
、
融
雪
溝
と
か
流
雪
溝
と

か
い
ろ
ん
な
施
設
を
整
え
る
と
試

算
で
売
値
が
坪
七
万
五
千
円
か
八

万
円
に
な
っ
て
し
ま
う
た
め
、
こ

れ
が
約
四
万
円
か
ら
四
万
五
千
円

ぐ
ら
い
で
分
譲
が
で
き
る
な
ら
ば

計
画
を
考
え
て
み
た
い
。
湯
の
川

地
区
へ
の
建
替
え
住
宅
建
築
計
画

は
入
居
希
望
者
が
あ
れ
ば
複
式
学

級
回
避
の
た
め
に
も
必
要
と
認
識

し
て
い
る
。」
 

農
林
課
長
「
養
鶏
指
導
所
跡
地

利
用
は
、
庁
舎
を
管
理
事
務
所
と

し
て
利
用
、
倉
庫
は
そ
の
ま
ま
活

用
し
て
い
く
。
鶏
舎
に
つ
い
て
は

壊
さ
ず
に
そ
の
ま
ま
残
す
と
い
う

計
画
に
な
っ
て
い
る
。」
 

秋
元
洋
子
議
員
「
湯
の
川
高
齢

者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
建

設
の
要
望
等
の
経
緯
を
示
せ
。
他

町
内
へ
の
建
設
要
望
は
ど
う
す
る

の
か
。」
「高
額
医
療
費
負
担
に
つ

い
て
町
で
立
替
え
で
き
る
か
。
」
 

「産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
建
設
の

そ
の
後
の
動
向
、
対
策
は
ど
う
な

っ
て
い
る
の
か
。」
 
「一般
廃
棄
物

広
域
処
分
場
の
現
状
は
ど
う
な
の

か
。」
「栄
養
行
政
の
主
体
が
町
に

委
譲
さ
れ
た
が
、
栄
養
士
の
配
置

を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。」
 

広報かなぎ（6) 
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